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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第２四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 8,114 66.6 △514 － △458 － △485 －

2021年３月期第２四半期 4,870 △45.6 △2,204 － △1,951 － △1,696 －
(注) 包括利益 2022年３月期第２四半期 △439百万円( －％) 2021年３月期第２四半期 △1,708百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第２四半期 △88.05 －

2021年３月期第２四半期 △308.96 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期第２四半期 17,738 2,309 13.0 418.94

2021年３月期 17,849 3,422 19.2 620.75
(参考) 自己資本 2022年３月期第２四半期 2,309百万円 2021年３月期 3,422百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 0.00 － 7.00 7.00

2022年３月期 － 0.00

2022年３月期(予想) － 14.00 14.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 17,940 26.8 407 － 400 － 307 － 55.69
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（注）詳細は、添付資料Ｐ８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記
事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期２Ｑ 5,516,335株 2021年３月期 5,516,335株

② 期末自己株式数 2022年３月期２Ｑ 2,647株 2021年３月期 2,647株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期２Ｑ 5,513,688株 2021年３月期２Ｑ 5,491,438株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）
　 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
　と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際
　の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用
　にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ３「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予
　想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
（四半期決算補足説明資料の入手方法）
　 2021年11月10日（水）に当社ウェブサイトに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間(2021年４月１日から2021年９月30日まで)におけるわが国経済は、新型コロナウイ

ルス感染症の再拡大により、一部の地域において、度重なる緊急事態宣言の発出やまん延防止等重点措置の適用

を受け、飲食店や大規模商業施設などの営業が制限されるなど、経済活動の抑制により国内の経済環境は依然と

して不透明な状況で推移いたしました。

(和装事業)

和装事業におきましては、新型コロナウイルス感染予防対策を実施しての店舗運営や教室運営により、コロナ

禍でのお客様獲得に努めてまいりました。前年同四半期に比べ新型コロナウイルスによる影響が緩和、積極的な

催事開催、プライベートブランド商品の好調な受注等により、当第２四半期連結累計期間の売上高は6,252,514千

円（前年同四半期比45.2％増）となりました。今後に向け積極的な広告宣伝を実施したこと等により、セグメン

ト損失は79,990千円となりましたが、前年同四半期比では、690,309千円改善しております。

なお、当第２四半期連結会計期間末の受注残高は、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号

2020年３月31日 企業会計基準委員会）等の適用もあり、5,426,171千円（前年同四半期末比28.0％増）となって

おります。

(ウエディング事業)

ウエディング事業におきましては、新型コロナウイルス感染予防対策を実施しての式場運営、新郎新婦様、ゲ

ストの皆様にご安心いただけるよう、結婚式に携わる従業員全員に月２回の抗原検査を開始するなど、安心・安

全な結婚式の提供に努めてまいりました。度重なる緊急事態宣言の発出やまん延防止等重点措置の適用の影響は

受けたものの、前年同四半期に比べ新型コロナウイルスによる影響が緩和し、当第２四半期連結累計期間の売上

高は1,861,997千円（前年同四半期比230.3％増）となりました。セグメント損失は95,334千円となりましたが、

前年同四半期比では、938,100千円改善しております。

なお、当第２四半期連結会計期間末の受注残組数は、1,337組（前年同四半期末比4.9％減）となっておりま

す。

(全社)

上記の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高8,114,512千円（前年同四半期比66.6％増）、営業損

失514,689千円、経常損失458,506千円、親会社株主に帰属する四半期純損失485,491千円となりました。

なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日 企業会計基準委員会）等を第

１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における総資産は17,738,651千円(前連結会計年度比0.6％減)となりました。

流動資産の残高は9,567,207千円(前連結会計年度比0.7％減)となりました。

固定資産の残高は8,171,443千円(前連結会計年度比0.6％減)となりました。

負債につきましては15,428,744千円(前連結会計年度比6.9％増)となりました。

流動負債の残高は13,115,581千円(前連結会計年度比8.5％増)となりました。これは主に前受金が1,883,463千

円増加した一方で、短期借入金が840,000千円減少したことによります。

固定負債の残高は2,313,163千円(前連結会計年度比1.1％減)となりました。これは主に長期借入金が72,274千

円減少した一方で、資産除去債務が14,405千円、退職給付に係る負債が16,289千円増加したことによります。

純資産につきましては2,309,906千円(前連結会計年度比32.5％減)となりました。これは主に「収益認識に関す

る会計基準」等の適用に伴い第１四半期連結会計期間期首で利益剰余金が634,640千円減少したこと、親会社株主

に帰属する四半期純損失485,491千円を計上したこと、配当金38,595千円を支払ったことによります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2021年５月14日の「2021年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」で公表いたしました、2022年３月期の通期

連結業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,369,143 4,186,800

売掛金 932,497 765,657

有価証券 202,052 201,020

商品 1,957,716 1,968,422

レンタル商品 1,230,034 1,240,409

仕掛品 402,368 692,443

原材料及び貯蔵品 109,419 123,571

その他 427,535 388,883

流動資産合計 9,630,766 9,567,207

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,915,141 4,842,481

土地 1,336,979 1,336,979

建設仮勘定 241,538 276,402

その他（純額） 292,400 259,362

有形固定資産合計 6,786,060 6,715,226

無形固定資産

ソフトウエア 59,934 47,054

のれん 6,194 －

その他 77,002 91,656

無形固定資産合計 143,131 138,710

投資その他の資産

投資有価証券 59,728 55,915

出資金 10 10

敷金及び保証金 1,204,802 1,232,382

その他 24,955 29,199

投資その他の資産合計 1,289,496 1,317,506

固定資産合計 8,218,688 8,171,443

資産合計 17,849,455 17,738,651
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 775,968 710,593

短期借入金 5,200,000 4,360,000

１年内返済予定の長期借入金 430,092 481,764

未払金 375,992 398,522

未払費用 311,182 316,672

未払法人税等 26,284 20,657

前受金 4,828,288 6,711,751

預り金 34,741 45,319

賞与引当金 2,040 1,650

ポイント引当金 30,617 －

その他 73,473 68,650

流動負債合計 12,088,681 13,115,581

固定負債

長期借入金 1,059,585 987,311

資産除去債務 329,558 343,964

繰延税金負債 53,109 57,028

退職給付に係る負債 548,490 564,780

役員退職慰労引当金 14,740 15,174

その他 332,681 344,905

固定負債合計 2,338,165 2,313,163

負債合計 14,426,847 15,428,744

純資産の部

株主資本

資本金 1,019,617 50,000

資本剰余金 1,008,916 1,978,533

利益剰余金 1,426,693 267,965

株主資本合計 3,455,226 2,296,498

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 36,095 31,525

為替換算調整勘定 △68,713 △18,117

その他の包括利益累計額合計 △32,618 13,408

純資産合計 3,422,608 2,309,906

負債純資産合計 17,849,455 17,738,651
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 4,870,529 8,114,512

売上原価 2,218,218 3,254,265

売上総利益 2,652,310 4,860,246

販売費及び一般管理費 4,856,322 5,374,936

営業損失（△） △2,204,012 △514,689

営業外収益

受取利息及び配当金 4,452 6,513

受取手数料 4,229 2,758

助成金収入 238,118 41,340

為替差益 6,353 13,421

その他 13,687 5,255

営業外収益合計 266,841 69,289

営業外費用

支払利息 12,050 10,845

その他 2,543 2,260

営業外費用合計 14,593 13,106

経常損失（△） △1,951,764 △458,506

特別損失

固定資産除却損 1,090 2,047

減損損失 7,822 －

特別損失合計 8,913 2,047

税金等調整前四半期純損失（△） △1,960,677 △460,553

法人税、住民税及び事業税 20,029 20,743

法人税等調整額 △284,092 4,194

法人税等合計 △264,062 24,937

四半期純損失（△） △1,696,615 △485,491

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △1,696,615 △485,491
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

四半期純損失（△） △1,696,615 △485,491

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 16,568 △4,569

為替換算調整勘定 △28,137 50,596

その他の包括利益合計 △11,568 46,026

四半期包括利益 △1,708,184 △439,465

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,708,184 △439,465

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、和装事業の

加工販売、和装事業及びウエディング事業の写真販売について、従来は、成果の確実性が認められる場合には、販

売基準によっておりましたが、財又はサービスに対する支配が顧客に一定の期間にわたり移転する場合には、財又

はサービスを顧客に移転する履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわたり収益を認識する方法に変更してお

ります。履行義務の充足に係る進捗度の測定は、各報告期間の期末日までに発生した原価が、予想される原価の合

計に占める割合に基づいて行っております。また、和装事業のポイント制度について、従来は、将来にポイントと

の交換に要すると見込まれる費用を引当金として計上する方法によっておりましたが、当該ポイントが重要な権利

を顧客に提供する場合、履行義務として識別し、収益の計上を繰り延べる方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認

識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほと

んどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第

86項また書き(1)に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約変更について、

すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１四半期連結会計期

間の期首の利益剰余金に加減しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は127,169千円、売上原価は12,098千円、販売費及び一般管理費は

7,506千円それぞれ減少し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ107,565千円減少してお

ります。また、利益剰余金の当期首残高は634,640千円減少しております。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動負債」に表示していた

「ポイント引当金」は、第１四半期連結会計期間より「その他」に含めて表示することといたしました。なお、収

益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により組替え

を行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。これによる影響はありません。
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（セグメント情報）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日　至 2020年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２和装事業
ウエディング

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 4,306,719 563,809 4,870,529 － 4,870,529

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 4,306,719 563,809 4,870,529 － 4,870,529

セグメント損失(△) △770,299 △1,033,435 △1,803,734 △400,277 △2,204,012

(注) １．セグメント損失(△)の調整額△400,277千円は本社管理費であります。

２．セグメント損失(△)は四半期連結損益計算書の営業損失(△)と調整しております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日　至 2021年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２和装事業
ウエディング

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 6,252,514 1,861,997 8,114,512 － 8,114,512

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 6,252,514 1,861,997 8,114,512 － 8,114,512

セグメント損失(△) △79,990 △95,334 △175,324 △339,364 △514,689

(注) １．セグメント損失(△)の調整額△339,364千円は本社管理費であります。

２．セグメント損失(△)は四半期連結損益計算書の営業損失(△)と調整しております。

　２．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に

関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。当該

変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の「和装事業」の売上高は119,396千円減少、セグメ

ント利益は100,823千円減少し、「ウエディング事業」の売上高は7,772千円減少、セグメント利益は6,742千円減少

しております。

　


